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91 － 92 年の日本で公刊された総合雑誌 10 誌（『文藝春秋』『中央公論』『世界』
『日本及日本人』『思想の科学』『朝日ジャーナル』『自由』『潮』『現代』『諸君！』）
に掲載された中国関連記事を分析することとする。記事の年別本数や主な寄













































　日本は事件直後の 1989 年 9 月に伊東正義・日中友好議員連盟会長を団長と
する訪中団を派遣、李鵬首相・江沢民総書記と会見し、第 3 次円借款凍結解











































て、1992 年 1 月、8 年ぶりに深圳経済特区を家族と共に訪れ、さらに珠海、上
海など南方諸都市を視察し談話（「南巡講話」）を発表、最後の闘いに打って出
た。






























































　1 つの要因は、78 年の第 11 期 3 中全会での社会主義現代化と改革開放政策、









































　「地球人口 50 億のうち、30 億がアジア人であり、そのうち 11.8 億人が
10 天安門事件以後
中国人といわれる。このうち海外にばらまかれた華僑・華人を 2600 万人、






























政治後追い」「“ 間接方式 ” 先行、“ 直接方式 ” 後追い」の「政経分離方式」パター
ンが見られるとして、こう解説する。
　「政治面での公式の “ 接触 ” がおこなわれないままに、現実の経済面（貿
易と投資）での取引きが主として香港経由の形で進展し、それを政治が
追認する形で全体関係が展開する。つまり “ 間接方式 ” ＝経済関係が先行




































　例えば、香港では 5 月 13 日の天安門広場でのハンストの直後 14 日に新華社
前でハンストが始まり、21 日にはセントラルで有史以来空前の 100 万人デモ
が行われ、同日には『文滙報』で「痛心疾首」（痛恨の極み）と題字を記すの
みという異様な社説が掲載され、6 月 4 日の天安門事件では 20 万人が抗議と
哀悼の意を込めた「黒色座りこみ」に参加した。
　いっぽう台湾でも民主化運動に同調してのデモが組織されたが、民主化支



















航・通郵）を呼びかけて以降の 80 年代に入ってからのことだった。86 年に野






































が生じた。李登輝就任後 1 年の 89 年 1 月、立法院で「第 1 期国会議員の依願









































　実際に同年 6 月に民主化のための超党派の国是会議が開催され、翌年 4 月に

























































































































域 大 国としての地歩を固めつつあった 47）。92 年 8 月には北朝鮮との血で
贖った兄弟関係がありながら、また台湾との断交を強いることになりながら
も、韓国との国交樹立を果たした。




















年 4 月、江沢民総書記が来日、尖閣諸島問題については 78 年の鄧小平来日時
の棚上げの立場は変わらないと明言した。それとともに、天皇との会見の席上、










































































































































































































た。鄧小平は 1997 年 2 月 19 日に死去、新華社は「わが国の社会主義の改革・
開放と現代化建設の総設計師、中国の特色のある社会主義建設の理論の創設
者」と称えた。その後の中国は世界の大国へと台頭し、いまや胡錦濤前主席
は辛亥革命百周年の 2011 年 10 月に「中華民族の復興」を連呼し、2013 年 3 月、
習近平は主席就任に際して、屈辱の近代を経て、「中華の夢」を実現しようと
連呼するにいたった。その間、2000 年 2 月に江沢民が提示した「3 つの代表」













































































































































互いにぎくしゃくした後味の悪い旅となった。それに比して、2000 年 10 月に
朱鎔基首相が来日し、若者とのタウンミーティングが民放で放映されるなど
気さくな宰相ぶりを演じ、好印象を残した。
　ところが、01 年 4 月の小泉首相の就任以降、毎年靖国公式参拝を繰り返し





　06 年 10 月、就任した安倍首相は最初の外遊先に中国を選び、日中共同プレ
スで、「戦略的利益を共有する互恵関係の構築」への努力を発表した。07 年 4 月、
温家宝首相が来日、ユニホームを着用してぎこちない野球のパフォーマンス
を披露して「氷を融かす旅」を演じ、日中関係は好転の兆しを見せた。
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<ABSTRACT>
After the Tiananmen Square Incident of 1989:
The Inverted View toward China in 1991-1992
BABA Kimihiko
The Tiananmen Square incident of 1989 was the suppression of 
democracy in which the People’s Liberation Army was out under the 
order of the central committee of CCP. It occurred under situations: within 
China intellectuals and students advocated a fair democratization and 
modernization taking results of advanced Western civilizations and outside 
the country the Perestroika was progressing at the Soviet Union. After the 
incident the domestic economy of China was stagnant by economic sanctions 
imposed by western countries, but recovered rapidly after a short time. Deng 
Xiaoping’s Southern Tour Lectures were the symbolic event to boost the 
driving force for the economy. An embarrassment for economic recovery of 
China arose in Japanese arena of scholars and journalists despite discussion 
of the collapse of China or pessimism for the future of China was dominant. 
China, who tightened regulations in the country and demanded to return 
to the international community, sought a resolution and asked the Emperor 
of Japan to visit China. An argument against the Emperor’s visit to China 
predominated in Japanese journalism but accordingly this visit to China 
became successful and Japan-China relations entered a new stage.
